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鵜ガ島台式土器の研究































































































































































































充填 異方向沈線 沈線 沈線＋刺突 刺突
円形刺突 ● ● ● ●
細隆起線 ● ●








































































































































































































































































































































































































































遺跡名 所在 遺跡名 所在 遺跡名 所在
大庭城址公園内遺跡 神奈川県 十余三稲荷峰西遺跡 千葉県 本入こざっ原 神奈川県
本入遺跡 神奈川県 三輪野山遺跡 千葉県 都筑自然公園遺跡群 神奈川県
山王山遺跡 神奈川県 東峰御幸畑東遺跡 千葉県 新戸遺跡 神奈川県
杉久保蓮谷遺跡 神奈川県 大袋山王第２遺跡B地区 千葉県 宇津木向原遺跡 東京都
大入遺跡 神奈川県 先崎西原遺跡 千葉県 恋ヶ窪東遺跡 東京都
平台北遺跡群 神奈川県 新東京国際空港№68遺跡 千葉県 多摩ニュータウン№432・907・908遺跡 東京都
鳶尾遺跡 神奈川県 飛ノ台遺跡 千葉県 指渋遺跡 茨城県
上浜田遺跡 神奈川県 三里塚№14遺跡 千葉県 弐卜込遺跡 千葉県
沼間ポンプ地遺跡 神奈川県 駒込遺跡 千葉県 大廐辰巳ヶ原遺跡 千葉県
新羽第11遺跡 神奈川県 下鶴谷遺跡 群馬県 新東京国際空港№14遺跡 千葉県
多摩ニュータウンNo.72遺跡 東京都 下原遺跡 栃木県 西御門荒生B遺跡 千葉県
多摩ニュータウン№962遺跡 東京都 塚田遺跡 長野県 鷲谷津遺跡 千葉県
多摩ニュータウン№52遺跡 東京都 樋沢遺跡 長野県 草刈遺跡 千葉県
多摩ニュータウンＮo．962遺跡 東京都 上の山遺跡 長野県 山王台遺跡 千葉県
新東京国際空港Ｎo.7遺跡 千葉県 大久保南遺跡 長野県 名木鎌部北遺跡 千葉県
新東京国際空港Ｎo.14遺跡 千葉県 加茂の洞B遺跡 静岡県　 玉川金山遺跡 山梨県
城之台南貝塚 千葉県 イタドリ遺跡 静岡県 美通遺跡Ｄ区 山梨県
第２段階 第４段階
遺跡名 所在 遺跡名 所在 遺跡名 所在
本入こざっ原遺跡 神奈川県 細原遺跡 茨城県 鵜ガ島台遺跡 神奈川県
師岡打越遺跡 神奈川県 石揚遺跡 千葉県 茅山貝塚 神奈川県
梶山北遺跡 神奈川県 西御門荒生遺跡B地区 千葉県 熊ケ谷遺跡 神奈川県
宮の原貝塚 神奈川県 村東山手遺跡 長野県 狭間貝塚 茨城県
オオデラ遺跡 神奈川県 大久保南遺跡 長野県 奥山C遺跡 茨城県
小坪小学校裏山遺跡 神奈川県 塚田遺跡 長野県 桜井平遺跡 千葉県
磯子台遺跡 神奈川県 下荒田遺跡 長野県 間野台遺跡 千葉県
御嶽堂遺跡 東京都 加茂ノ洞B遺跡 静岡県 上座遺跡 千葉県
多摩ニュータウン№72遺跡 東京都 富士石遺跡 静岡県 大稲塚遺跡 千葉県
山崎貝塚 千葉県
地蔵山遺跡 千葉県
先崎西原遺跡 千葉県
鎌取遺跡 千葉県
鎌沢遺跡 静岡県
表２　段階別遺跡表第２表　各段階の遺跡
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第 15 図　鵜ガ島台式土器の細分編年
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文様帯と胴部文様帯を貫いている。
　前型式の野島式の段階では、武蔵野台地、下総台地、
多摩丘陵、相模野台地、長野県では伊那谷、静岡県では
愛鷹山山麓に広がっていた。野島式�茅山下層式が近接
した層で出土する遺跡でも鵜ガ島台式が空白期として出
土しない遺跡もあるため、一概に一致するとは言えない
が、鵜ガ島台式の広がりと、野島式が出土した遺跡の分
布を比較すると、多くが重なっていることがわかる。
　下鶴谷遺跡と多摩ニュータウン No.72 遺跡は、この段
階で極めて共通する文様帯モチーフを持っていると言え
る。
　１は、先に述べた多摩ニュータウン No.72 遺跡出土の
土器である。２は、群馬県下鶴谷遺跡出土の土器で、蕨
手襷状文細分割が採用され、波頂部下の無文帯には斜行
する直線的な文様が描かれているのが特徴的である。胴
部文様帯も口縁部文様帯と同様の文様モチーフを採用し
ており、口縁部文様帯と同様に胴部文様帯の文様モチー
フを半単位ずらしている。
　中間段階には南関東を中心に長野県静岡県山梨県に広
がる。神奈川県と静岡県にわたって位置する相模野台地
に集中している。
　都留市は山梨県東部地域に当たり、山間部と谷筋を流
れる川が形成する河岸段丘と低地部で構成される。遺跡
はこの川沿いに広がり、玉川金山遺跡も戸沢川と菅野川
の合流地点付近に位置し、鵜ガ島台式が出土した地点は
傾斜が強い山地に近い。
　茅山下層式へと続くこの段階は千葉県北部において出
土例が多い。神奈川県では、鵜ガ島台遺跡、茅山貝塚、
横浜市に位置する熊ケ谷遺跡の３遺跡で確認される。
６．考察
　本稿ではまず最初に鵜ガ島台式の前後型式である野島
式と茅山下層式を鵜ガ島台式と比較し、野島式から続く
初期段階と、茅山下層式へと繋がる終末段階を設定し
た。また、現状では少ない遺構の切りあい関係から鵜ガ
島台式内の初期段階と終末段階の間にある中段階を設定
した。
　次に、口縁部文様帯に図像的アプローチをし、文様帯
構成の変遷を分析した。文様帯構成の変遷が、文様帯モ
チーフの増加に関係することがわかった。
　次に、文様帯構成の変遷、施文方法、文様帯モチーフ
を合わせて検討し細分案を提示した。伝統的な襷状文を
継承する初期段階には、細隆起線や沈線など施文方法に
おいても野島式から続くものを用いていることがわかっ
た。中段階には、新たな文様帯モチーフが加わるが、そ
れまで見られなかった刻みなどの施文方法を採用してい
る。器形においても、波状�平縁に加えて、環状把手が
みられるようになった。終末段階では、曲線的な文様帯
モチーフが増加するとともに、指頭を用いて細隆起線を
模倣するような新たな施文方法を採用している。これま
で、粗雑化の傾向にあるとされてきた鵜が島台式だが、
実際にはその系統ごとにしっかりと文様帯モチーフの施
文意識を統制していたといえる。文様帯モチーフの変化
が、施文方法の変化とも一致してくることがわかった。
　細分案の終末段階には、単位の小波状口縁に垂下する
隆帯に２個ないし１個の円状の凹みを持つ特徴的な文様
を持つ土器群がある。波状下の隆帯は文様を分割してお
り、刻みが入っているものもある。この土器群は桜井平
遺跡で集中的に出土しており、「桜井平遺跡ではこの波
状下の円状の凹みは凹線文に特有の文様であるとみら
れる。」と報文内で述べられている（蜂屋 1998）。従来
のモチーフが機能を失いつつも文様モチーフとして残存
し、既存の文様と複合して描写されていることがわかる。
　茅山下層式に出現したとされているが、指頭をつかっ
た凹線文は、桜井平遺跡ではすでに鵜ガ島台式終末段階
の土器に現れている。関野から続く凹線文が茅山下層式
のメルクマールになるというのは難しく、凹線文を伴う
鵜ガ島台式土器があるということは強調しておきたい。
ただ桜井平遺跡出土では、それほど鵜ガ島台式と茅山下
層式の間に時期差があるものではないだろうとされてい
る。
　次に、その細分案をもとに遺跡を段階ごとに分けた。
段階ごとに遺跡を分けた際の、複数段階に及ぶ遺跡数は
少ない。野島式、茅山上層式など、前後型式の土器が確
認できる遺跡はあり、標識遺跡である鵜ガ島台遺跡、千
葉県に所在する飛ノ台貝塚、第１段階�第２段階に及ぶ
多摩ニュータウン No.72 遺跡、茅山下層式への変遷を追
える桜井平貝塚などがあげられる。
　従来唱えられてきた定住性だが、複数段階をまたぎ、
継続して営まれた遺跡は割合として少ない。住居址も少
なく、早期における⼈々の暮らしは、中期や晩期の様に
長期間同じところにとどまるというものではなかったよ
うである。
　初期段階の遺跡分布は、相模川流域の低地と、甲府盆
地につながる低地を通り移動していたことがみえてく
る。甲府盆地を経由して八ヶ岳山麓を通り、伊那谷にも
鵜ガ島台式が広まっている。
　中段階においては、山梨県都留市長野県では上林中道
南遺跡や下荒田遺跡などに胎土や文様モチーフなど地域
性が見られる土器群出土している。現状の遺跡分布では、
箱根山系の北部の低地を通じて山梨県都留市の方へ土器
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が広がっていったことが考えられる。
　相模川上流に遺跡が確認でき、千葉県北部、多摩、相
模野台地に遺跡が見られる。また、茨城県にまで鵜ガ島
台式が出土しており、水戸市のあたりまで進出している。
　終末段階では、三浦半島に２遺跡確認できるが、総じ
て印旛沼�利根川流域に遺跡が集中していて、しかもご
く近い距離に遺跡が確認でき、住居址も確認できる。
　また、貝塚遺跡が多いのもこの段階の特徴であり（山
崎貝塚�狭間貝塚�茅山貝塚�上座遺跡�間野台貝塚など）、
貝塚が形成されるような期間、一定の箇所に居住してい
たことがうかがえ、また後続の型式の茅山下層式を伴う
遺跡が多いことから、型式をまたぎ定住化が進んでいた
ことが推察される。
おわりに
　本稿では鵜ガ島台式の系統を分析した。そして遺跡を
段階別で提示し、当時の土器政策集団の活動範囲をとら
えるために、鈴木啓介編年をもとに細別案をまとめた。
　文様モチーフの変遷については、これまでの先行研究
では野島式から鵜ガ島台式が成立した過程や、茅山下層
式への過渡期の鵜ガ島台式の文様変遷が論じられてきた
が、鵜ガ島台式内での文様帯を含む系統に関する論を進
めているものは、主に１遺跡内での検証に留まっており、
十分とは言えなかった。そこで今回、施文方法や文様モ
チーフ単体ではなく系統を組み合わせたうえで新たな細
分案を提示した。おおむね鈴木啓介編年案に沿い、段階
を３つ設定した。
　今回の細分案では、口縁部文様帯に着目し、次に施文
具を見ながら段階を設定した。胴部文様帯に口縁部文様
帯とは違う別のモチーフがはいってくる段階を一つの画
期ととらえ、施文具との組み合わせで中段階に設定した。
ある程度実用性のある細分案を提示できたように思う。
　今後は、本稿の分類項目と細別案を活用して、北関東、
東北、中部、東海と広い地域を見ていき、これまで円形
刺突文のみを指標として鵜ガ島台式と報告されてきた土
器群の系統を追うことで、当時の土器制作集団の地域間
の交流や生活圏を明らかにしていく。
註
（１）施文の順序が野島式と鵜ガ島台式で異なることはこれまで
も示唆されてきたが、その原理は未だに唱えられていな
い。口縁部文様帯と胴部文様帯の分離を重要視した結
果、縦位区画を先に描写すると、文様帯の幅が縦位区画
描写線の長さで決まり、施文が困難になった結果ではな
いかと推測しているが、今後検討していきたい。
（２）上下に異なる文様帯を採用しはじめる原理に関しては註の
折衷土器の影響が強いと思われる。文様モチーフ分類の
格子状文は、鵜ガ島台式初期段階の多摩ニュータウン
No.740遺跡や新東京国際空港No.14遺跡出土の土器で口
縁部文様帯に採用されているものである。また縦位状文
や横位状文は、茨城県石岡市にある三浦地蔵窪貝塚で口
縁部文様帯に採用されているものが出土している。格子
状文は特に共伴する鵜ガ島台式と文様構成を比べると当
該期では顕著な無文区画帯を持たないという点でもかな
り異質であったと考えられる。また、これらの文様モチ
ーフが中段階になると口縁部文様帯には採用されず胴部
文様帯に採用されるようになることも、この文様帯が伝
統的な鵜ガ島台式の系統を別にするものと意識された結
果である。同段階における、異なる文様帯の土器を製作
する土器製作集団間の交流については、 今後さらに検
証する。
（３）桜井平貝塚は、下総台地に位置し鵜ガ島台式期の貝層が確
認された。千葉県香取市干潟町にあり、椿海低地と椿海
低地から西方向に伸びる谷とによって南北を挟まれた台
地上に立地している。東西はやせ尾根によって隣接した
台地とつながっているがほぼ独立した台 地である。鵜
ガ島台式期の住居８棟が検出されている。時期は鵜ガ島
台式期の中葉から末葉と見られている。台地上 の中央
部にまとまりが認められる。竪穴の構造は、円形、方
形、不正系のものがあり、ほか遺跡の隅丸方形のものと
比べると住居構造 が一定しておらず不安定である。炉
跡を伴うものが一棟のみで桜井平遺跡では住居に炉を設
けないのが一般的である。住居址周辺には 炉穴が認め
られ、炉穴群はこの住居址に伴うものと思われている。
焼土跡を周囲に伴う田戸上層式期の住居址２棟は調査区
北部、鵜ガ 島台式期の住居址は調査区中央部に位置し
ており、居住区が移動していることが窺える。また、住
居址から出土する鵜ガ島台式末葉の 土器群と貝層から
出土する鵜ガ島台式土器は型式上差異が認められてお
り、貝層形成期と住居址利用期がずれている可能性を示
唆している。また田戸上層式のあと遺構が検出されず断
絶しているのは、野島式から鵜ガ島台式期にかけての遺
構が古墳時代以降の激しい攪乱によって失われているこ
19
川部栞里　鵜ガ島台式土器の研究
とも考えられる。しかし、遺構外から出土したのは野島
式直前期から続く金子の編年によると野島１式の土器群
であり、野島２式は見られない。
住居址と炉穴群の多さから定住していたことが考えられ
る。土器の器形も大型なものが多い。焼土跡は332基、
炉穴114基、時期 不明な土坑は122基である。616号の竪
穴と610号の竪穴の切り合い関係がみとめられており、
どちらも鵜ガ島台式末葉の土器が出土したことから、短
期間に炉穴と竪穴が構築されたとみられる。
この遺跡は、豊富な一括資料に恵まれており、今後の研
究において非常に重要である。
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